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はじめに 
Plustek ｽｷｬﾅをお買い上げいただきありがとうございます。弊社製品が日々の電子

ｲﾒｰｼﾞ、ﾃｷｽﾄ入力作業にお役にたてることを切望しております。 

当社のその他製品全てと同様、お買い上げのスキャナは厳密にテストされ、比類な

い信頼性およびお客様の満足に関する当社への評価に支持されています。 

スキャナご購入先として当社をお選びくださり、ありがとうございます。今後のコンピ

ューティング体験に伴って、引き続き当社の高性能製品をご愛顧いただきますよう

お願いいたします。 

本書の使い方 
本書ではｽｷｬﾅの設置及び取扱い方法を説明しております。ご使用になる方が

Microsoft Windows の操作に慣れていることを前提に本書は書かれています。必要

に応じて Microsoft Windows のﾏﾆｭｱﾙを参照してください。 

 

はじめにの項では梱包箱の内容説明、ｽｷｬﾅを使用する際に必要なｺﾝﾋﾟｭｰﾀのｼｽﾃ

ﾑ構成等が書かれています。設置前には全ての部品が揃っているか必ず確認してく

ださい。欠品または損傷があった場合には速やかにお買い求めになった販売店に

お問い合わせください。 

 

第一章ではｽｷｬﾅのｿﾌﾄｳｴｱのｲﾝｽﾄｰﾙ方法、ｽｷｬﾅとｺﾝﾋﾟｭｰﾀの接続を説明してお

ります。第二章では、2 つのスキャナボタンおよび QuickScan プログラムで利用可

能な設定が説明されています。第三章では、QuickScan ボタンを使用した基本的な

スキャン作業について順を追って説明されています。 

別表 A は簡単な問題に対処するためのテクニカルサポートです。別表 B はご購入

いただいたｽｷｬﾅの仕様が記載されています。別表 C は製品保証並びに FCC に関

する記述が記載されています。 

本書の表示 

太字 重要事項。 

[XXX] ｺﾏﾝﾄﾞまたはｺﾝﾋﾟｭｰﾀｽｸﾘｰﾝの内容。 
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ｱｲｺﾝについて 
本書では下記のｱｲｺﾝを使って特別な注意を払う必要がある点を示しています。 

 
危険 

危険: 負傷、事故を避けるために必ず本書に記載されてい

る手順に従ってください。 

 
警告 

警告: 本書の指示に従わない操作を行うとﾃﾞｰﾀの紛失、機

器を損傷することがあります。 

 
注意 

注意: 間違いを起こさないための注意事項です。 

安全上のご注意 
故障、人体を損傷することがないよう、本機をご使用になる前に以下の重要なイン

フォメーションをお読みください。 

1. 当製品の使用箇所は屋内の乾燥したところです。下記の状態では本機の内部

に結露が発生し故障の原因となることがあります： 

y 本機を冷たい場所から暖かい場所に直接移動させて時 

y 冷たい部屋を暖めた時 

y 本機を湿度の高い場所に置いた時 

結露を防止するために下記の 

c 本機をプラスティックバッグに入れ密封して室温になじませてください。 

d １－２時間おいてから本機をバッグから出してください。 

2. キャナに付属されている電源アダプタ及び USB ケーブルを必ず使用してくださ

い。他の電源アダプタやケーブルを使用すると故障の原因となることがありま

す。 

3. 緊急時に AC アダプタを素早く抜けるよう AC アダプタの周囲は空けてください。 

4. 配線の破損は出火、電気ショックの原因となります。電源コードはまっすぐ伸ば

し、よじったり、曲げたり、擦ったりしないでください。 

5. 夜間、週末等ある期間本機をしない場合には出火の原因を排除するため電源

を抜いてください。 

6. スキャナーを解体しないでください。電気ショックの危険があるため、スキャンを

開くと保証の対象から外れます。 

7. スキャナは精密機械で故障の恐れがあるので、ぶつけたり叩いたりしないでく

ださい。 
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8. デバイスのドライバインストール前に、その他全てのイメージング装置(別のス

キャナ、プリンタ、デジタルカメラ、ウェブカメラなど)を PC から取り外してくださ

い。 

9. セットアップ/アプリケーション CD、SilverFast DVD および DVD-ROM ケース

は正しく保管してください。今後もドライバおよびソフトウェアの再インストール

が必要となる場合があります。 

10. スライドおよびネガフィルムを扱う前に、手が汚れていないことを確認してくださ

い。フィルム材料にホコリが付着している場合、ブロワーで吹き飛ばすか、柔ら

かな布で拭き取ってください。 

11. スライドおよびネガフィルムは、直射日光の当たらない、涼しくて乾燥した場所

に保管してください。不適切な保管ならびに取り扱いによって劣化やスキャン

結果への悪影響が生じる恐れがあります。 

必要ｼｽﾃﾑ構成 1 
Windows 

y 2 GHz 以上の CPU 

y RAM 容量 2 GB (推奨 RAM 容量 4 GB) 

y 10 GB 以上の空き容量があるﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞ 

y CD/DVD-ROM ドライブまたはインターネット接続 

y USB ﾎﾟｰﾄ 

y Microsoft Windows Vista / 7 / 8 / 10 

 

Macintosh 

y 2 GHz 以上の CPU (INTEL ベースの CPU、PowerPC は不可) 

y RAM 容量 2 GB (推奨 RAM 容量 4 GB) 

y 10 GB 以上の空き容量があるﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞ  

y DVD-ROM ドライブまたはインターネット接続 

y USB ﾎﾟｰﾄ 

y Mac OS X 10.7 / 10.8 / 10.9 / 10.10 / 10.11 / 10.12 / 10.13 / 10.14 

                                                 
1  大 き な ｲ ﾒ ｰ ｼ ﾞ ﾃ ﾞ ｰ ﾀ を ｽ ｷ ｬ ﾝ 、 編 集 す る 場 合 に は よ り 高 い 仕 様 が 必 要 と な り ま す 。 

本書で示す必要なｼｽﾃﾑ構成は目安であり、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの性能が上がる程よい結果が得られます。 
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梱包箱の内容 2 

 

n ｽｷｬﾅ  

o ｷｬﾘﾝｸﾞﾊﾞｯｸﾞ   

p ｽﾗｲﾄﾞﾎﾙﾀﾞｰ、ﾌｨﾙﾑｽﾄﾘｯﾌﾟﾎﾙﾀﾞｰ  

q USB ｹｰﾌﾞﾙ 

r 電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ 

s クイックガイド 

t LaserSoft SilverFast DVD-ROM  (ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ) & ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ 

u 設定/ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ CD-ROM 

v 35 mm IT-8 ﾀｰｹﾞｯﾄ (35 mm IT-8 ターゲットが付属していないモデルもあります)   

 
注意 

SilverFast シリアル番号は、SilverFast DVD-
ROM ケース正面に記載されています。 

 

                                                 
2 ｽｷｬﾅを輸送する時のために梱包箱は保管しておいてください。  
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本機の特徴 

 

n フィルムホルダースロット：ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰをﾀﾞｽﾄｶﾊﾞｰに通してｽｷｬﾅに挿入します。

ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰはｽｷｬﾅのどちらの側からも入れることができます。ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰは

ｻｲﾄﾞﾚｰﾙ上のﾉｯﾁを使いそれぞれのﾌﾚｰﾑにｲﾝﾃﾞｯｸｽをつけます。 

o ﾊﾟﾜｰ LED：ｽｷｬﾅｰの状態を表示します。 

LED 状 態 

On ｽｷｬﾅｰに電源が入っており、ｽｷｬﾝが可能な状態。 

Off ｽｷｬﾅｰに電源が入っていない。電源ｺｰﾄﾞ、AC 電源が正しく

接続されていない。 

p IntelliScan ボタン：ボタンを押すと、SilverFast アプリケーションが起動します。 

q QuickScan ボタン：このﾎﾞﾀﾝを押して、予め設定したｽｷｬﾆﾝｸﾞﾀｽｸを実行します。 

r 電源ｽｲｯﾁ：ｽｷｬﾅｰの電源を ON/OFF します。 

 
s シリアル番号ステッカー：ｽｷｬﾅの裏側に記載されています。販売店、ｻｰﾋﾞｽｾﾝ

ﾀｰに問い合わせをする時に必要となります。 

t 電源ｺｰﾄﾞﾚｾﾌﾟﾀｰ（受け口）：付属の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀのｺｰﾄﾞをここに接続します。 

u USB ﾎﾟｰﾄ：PC とｽｷｬﾅｰを付属の USB ｹｰﾌﾞﾙでここに接続します。 
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ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰ 
二種類のﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰが同梱されています。正しくｽｷｬﾝすることができます。 

 

A. 35mm ｽﾗｲﾄﾞﾏｳﾝﾄ (max. 4 x ｽﾗｲﾄﾞ) 

B. 35mm ﾌｨﾙﾑｽﾄﾘｯﾌﾟ (max. 6 ｺﾏ) 

ｽﾗｲﾄﾞﾏｳﾝﾄを使う 
ｽﾗｲﾄﾞﾏｳﾝﾄの膜面（光沢のない面）を下向きにしてｽﾛｯﾄに差し込みます。 

それぞれのｽﾛｯﾄのﾌﾚｰﾑには矢印とｲﾗｽﾄが記されています。ｲﾗｽﾄに従ってﾏｳﾝﾄｽ

ﾗｲﾄﾞを差し込んでください。 

 

ﾌｨﾙﾑｽﾄﾘｯﾌﾟﾎﾙﾀﾞｰを使う 
ﾌｨﾙﾑｽﾄﾘｯﾌﾟの膜面（光沢のない面）を下向きにしてﾎﾙﾀﾞｰの上におき、ﾎﾙﾀﾞｰのｶﾊﾞｰをｶﾁｯ

となるまで閉めてください。 
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注意 

y 正しくｽｷｬﾝするために、常にﾌｨﾙﾑのｲﾒｰｼﾞの上部がｽｷｬﾅの後ろ

の方向（電源ｺｰﾄﾞ、USB ｺｰﾄﾞがある面）に向くようにします。また膜

面（光沢のない面）を下向きにします。 

y ﾌｨﾙﾑの上、下にはﾒｰｶｰ名、ﾌﾚｰﾑﾅﾝﾊﾞｰ、ﾌｨﾙﾑｺｰﾄﾞ、ﾊﾞｯﾁｺｰﾄﾞを

記載した文字があります。上記の用に正しくﾌｨﾙﾑが置かれれば、

これらの文字をはっきりと読むことができます。（逆向きになった

り、さかさまになったりしません。） 
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省電力 
電力消費を削減するため、スキャン プロセスの完了後、スキャナー光源自動的にオフにな

ります。 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

 
警告 

ｽｷｬﾅをｽﾑｰｽに動作させるため下記の使用方法及びﾒﾝﾃﾅﾝｽ

についての説明をお読みください。 

y 埃っぽいところでｽｷｬﾅを使用しないでください。埃の粒子や異物が損傷を与える恐れが

あります。長期間使用しない場合には輸送用のﾋﾞﾆｰﾙ袋に入れてください。 

y ｽｷｬﾅを分解しないでください。感電の恐れがあります。ｽｷｬﾅ開けた場合には製品保証

は受けられません。 

y ｽｷｬﾅに過度の振動を与えないでください。内部の部品に損傷を与える恐れがあります。 
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第１章 ｽｷｬﾅの設置 
ｽｷｬﾅを設置する前に全ての構成品が揃っているか梱包箱の内容物の項にあるﾘｽ

ﾄに従って確認してください。 

ｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙするにあたっての要件 
ｽｷｬﾅにはｽｷｬﾅﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ、QuickScan Setting 及び LaserSoft SilverFast ｿﾌﾄｳｴｱが付

属されています。Mac OS X 環境では、SilverFast のみ互換性を有し、インストール

の必要があります。その他付属ソフトウェアは、Mac OS X と互換性がありません。

ｽﾑｰｽﾞに設置、画像の読取、保存するために最低 10 GB のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸの空き領域

を確保することを推奨しています。 

ﾊｰﾄﾞｳｴｱの要件  
ｽｷｬﾅは Hot Plug & Play をｻﾎﾟｰﾄしている Universal Serial Bus （USB）を介してｺﾝﾋﾟ

ｭｰﾀと接続されます。USB ﾎﾟｰﾄが既にﾓﾆﾀｰやｷｰﾎﾞｰﾄﾞ等の他の機器のために使わ

れていることがあります。USB ﾎﾟｰﾄについてはお使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾏﾆｭｱﾙを参照し

てください。 

お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀに USB ﾎﾟｰﾄがない場合には USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｶｰﾄﾞを購入して

USB 機能を追加する必要があります。 
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Windows でのインストール 

ｽｷｬﾅの設置と設定 
ｽｷｬﾅを設置するにあったては以下の手順に従ってください。 

ステップ 1. ｽｷｬﾅをｺﾝﾋﾟｭｰﾀ に接続する 

 

n 電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰをｽｷｬﾅの電源投入口につなぎます。 

o 電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰの他方を AC 電源につなぎます。  

p 同梱の USB ｹｰﾌﾞﾙの正方形の端をｽｷｬﾅの背面の USB ﾎﾟｰﾄに接続します。 

q 同梱の USB ｹｰﾌﾞﾙの長方形の端をｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続します。 

注： 他の USB 機器がｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続されている場合には、空いている USB ﾎﾟ

ｰﾄにｽｷｬﾅを接続してください。 
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ステップ 2. ｿﾌﾄｳｴｱのｲﾝｽﾄｰﾙ 
1. スキャナに同梱されていた

セットアップ/アプリケーション

CD-ROM を CD-ROM ドライ

ブに挿入します。表示された

[ 自 動 再 生 ] ウ ィ ン ド ウ で

[install.exe の実行] をクリック

します。インストールが自動的

に 開 始 し な い 場 合 は 、 CD-
ROM ド ラ イ ブ を 参 照 し て

[install.exe]ファイルを手動で

実行してください。 

2. [ユーザーアカウント制御]
ダイアログがポップアップした

ら、[はい] ボタンをクリックし

ます。ポップアップのウィザー

ドウィンドウが表示されたら、

[ 次 へ ] を ク リ ッ ク し ま す 。

[Windows セキュリティ] ウィ

ンドウの [このドライバーソフ

トウェアをインストールします] 
をクリックし、次にウィザード

ウィンドウで [完了] をクリック

します。 

3. 画面の指示に従ってｽｷｬﾅ

に必要なｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙし

ます。 
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4. ｿﾌﾄｳｴｱのｲﾝｽﾄｰﾙが終わ

ったら、全てのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを

閉じて[完了]をｸﾘｯｸ、 ｺﾝﾋﾟｭ

ｰﾀを再起動させます。 

インストールに成功すると、新たな QuickScan アイコン  が表示されます。ｽｷｬﾅ

がｺﾝﾋﾟｭｰﾀと正しく接続され、ｽｷｬﾅのｿﾌﾄｳｴｱが起動すると Windows のｼｽﾃﾑﾄﾚｲ

上に QuickScan ｱｲｺﾝ  が表示されます。 

表示 状態 

 
QuickScan ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが起動、ｽｷｬﾅはｺﾝﾋﾟｭｰﾀと接続されｲﾒｰｼﾞ

をｽｷｬﾝできる状態にあります。 

 ｽｷｬﾅはｺﾝﾋﾟｭｰﾀと接続されていません。 

表示なし 
QuickScan ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの終了が選択されています。ｽｷｬﾅがｺﾝﾋﾟ

ｭｰﾀ接続されていても、いなくてもｱｲｺﾝは表示されません。 
 
 

 
注意 

Windows Vista / 8 / 10 環境では、スキャナ接続後に表示され

る画面の指示に従ってください。 
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ソフトウェアの手動インストール方法 
1. スキャナに同梱されていた

セットアップ/アプリケーション

CD-ROM を CD-ROM ドライ

ブに挿入します。表示された

[ 自 動 再 生 ] ウ ィ ン ド ウ で

[install.exe の実行] をクリック

します。インストールが自動的

に 開 始 し な い 場 合 は 、 CD-
ROM ド ラ イ ブ を 参 照 し て

[install.exe]ファイルを手動で

実行してください。 [ユーザー

アカウント制御] ダイアログボ

ックスがポップアップしたら、

[はい ] ボタンをクリックしま

す。ポップアップのインストー

ルメッセージの指示に従いま

す。 

2. [デバイスマネージャー]ウィ

ンドウで、[ほかのデバイス]項
目の下からこのスキャナを右

クリックし、ポップアップ メニュ

ーから[ドライバーソフトウェア

の更新]を選択します。表示さ

れたｳｲﾝﾄﾞｰで[コンピュータを

参照してドライバーソフトウェ

アを検索します]をｸﾘｯｸしてか

ら、[参照]ボタンをｸﾘｯｸしま

す。 

3. [フォルダーの参照]ウィンド

ウで、CD-ROM ドライブまた

はスキャナのドライバーを含

むフォルダーを選択し、[OK]
ボタンを押して前の画面に戻

ります。[次へ] ボタンをクリッ

クし、[Windows セキュリティ] 
ウィンドウが表示されたら、[こ
のドライバーソフトウェアをイ

ンストールします] をクリックし

ます。 
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4. 画面の指示に従ってｽｷｬﾅ

に必要なｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙし

ます。 

5. ｿﾌﾄｳｴｱのｲﾝｽﾄｰﾙが終わ

ったら、全てのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを

閉じて[完了]をｸﾘｯｸ、 ｺﾝﾋﾟｭ

ｰﾀを再起動させます。 

ｿﾌﾄｳｴｱの設定に関するﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 
本書並びに付属のｸｲｯｸｲﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ（Quick Installation Guide）をよくお読みく

ださい。 

それでもｲﾝｽﾄｰﾙに問題がある場合は、下記をﾁｪｯｸしてください。 

y ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞに 10 GB 以上の空き容量がありますか？ 

y ｽｷｬﾅは正しく接続され、電源の供給を受けていますか？ 

y スキャナに付属の USB ケーブルを使用しています。 

y USB ｹｰﾌﾞﾙの正方形の端はｽｷｬﾅの背面の USB ﾎﾟｰﾄに接続されていますか？ 

y USB ｹｰﾌﾞﾙの長方形の端はｺﾝﾋﾟｭｰﾀ背面の USB ﾎﾟｰﾄに接続されていますか？ 

本書に記載されたｲﾝｽﾄｰﾙ手順から逸脱した場合にはｽｷｬﾅから USB ｹｰﾌﾞﾙを抜き、

CD-ROM からｿﾌﾄｳｴｱを再ｲﾝｽﾄｰﾙしてください。再ｲﾝｽﾄｰﾙするには「ｽﾀｰﾄ」をｸﾘｯ

ｸ、「ﾌｧｲﾙ名を指定して実行」を選択「d:\Install 」とﾀｲﾌﾟしてください。（ｄ:はｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

の CD-ROM ﾄﾞﾗｲﾌﾞを指します。）ｾｯﾄｱｯﾌﾟｳｲｻﾞｰﾄﾞの画面の指示に従ってください。

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀを再起動してください。ｺﾝﾋﾟｭｰﾀが ON の状態にある間に、USB ｹｰﾌﾞﾙを再

度つないでください。 
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Windows 環境での SilverFast ソフトウェアのインストー

ル方法 
お買い上げのスキャナには、先進かつ多機能のスキャン用アプリケーション

SilverFast が付属しています。 SilverFast DVD を光学ドライブに入れてから

[xxxx.exe の実行]をクリックすると、インストールアシスタントが起動するので、下記

の図示に従ってアプリケーションをインストールします。 

1. 画面の指示に従ってください。[この

ライセンス契約書に同意します] のチ

ェックボックスにチェックを入れ、 [次
へ] をクリックして続けます。 

2. インストールするコンポーネントを

各チェックボックスにチェックを入れて

選択します。それから [次へ] をクリッ

クして続けます。 

3. アプリケーションを別のフォルダに

インストールしたい場合は、 [インスト

ール先フォルダ] 欄に正確なパスを入

力するか、 [参照…] をクリックしてダ

イアログを使ってフォルダを選択しま

す。それから [インストール] をクリック

して続けます。 



 16

4. インストール完了後、実行したいオ

プションを有効にしてから、[完了] をク

リックするとインストーラーが終了しま

す。 

5. デスクトップにある SilverFast ショー

トカットを使って、SilverFast プログラム

を起動させます。[画像の送信元] お
よび [言語の選択] を確認してから、

[スタート] をクリックするとプログラム

が起動します。 

6. プログラムが起動されたら、 [ファー

ストネーム], [ラストネーム] および [シ
リアル番号] を入力してから [ロック解

除] をクリックして SilverFast のロック

を解除します。SilverFast DVD は、

SilverFast のロック解除までコンピュー

タから取り出さないでく

ださい。SilverFast のシ

リ ア ル 番 号 は 、

SilverFast DVD-ROM
ケース正面に記載され

ています。 

7. プログラムが起動するまでお待ちく

ださい。これが SilverFast アプリケー

ションのメインインタフェース外観で

す。 
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Mac OS X でのインストール 

 
注意 

Mac OS 環境でスキャナをインストールする場合、スキャナド

ライバのインストールは不要です。スキャナドライバは、

SilverFast インストール時に含まれています。 

お買い上げのスキャナには、先進かつ多機能のスキャン用アプリケーション

SilverFast が付属しています。 SilverFast DVD を光学ドライブに入れてから

[SilverFast Install]をクリックすると、インストールアシスタントが起動するので、下記

の図示に従ってアプリケーションをインストールします。 

1. 画面上の指示に従います。ソフト

ウェアライセンス同意書への同意

が促されたら、[同意する] をクリッ

クします。 

2. [インストール] をクリックすると、

アプリケーションのインストールが

始まります。 

3. プロンプトで現在のユーザーアカ

ウントの [パスワード ] を入力し、

[OK] をクリックして続けます。 
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4. インストール完了後、 [閉じる] を
クリックするとインストーラーが終了

します。 

5. デスクトップにある SilverFast ショ

ートカットを使って、SilverFast プロ

グラムを起動させます。[画像の送

信元] および [言語の選択] を確認

してから、 [スタート] をクリックする

とプログラムが起動します。 

6. プログラムが起動されたら、[ファ

ーストネーム], [ラストネーム] およ

び [シリアル番号] を入力してから

[ ロ ッ ク 解 除 ] を ク リ ッ ク し て

SilverFast のロックを解除します。

SilverFast DVD は、SilverFast のロ

ック解除までコンピュータから取り

出 さ な い で く だ さ

い。SilverFast のシ

リ ア ル 番 号 は 、

SilverFast DVD-
ROM ケース正面に

記載されています。 

7. プログラムが起動するまでお待

ちください。これが SilverFast アプリ

ケーションのメインインタフェース外

観です。 
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第 2 章 ｽｷｬﾅの動作 
本ｽｷｬﾅは 35mm ｽﾗｲﾄﾞとﾈｶﾞﾌｨﾙﾑをｽｷｬﾝすることができます。お使いのｿﾌﾄｳｴｱに

よっては扱える情報量に制限を受けることがあります。またお使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾒﾓﾘ

ｰ容量、ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞの空き容量によりｽｷｬﾝされたﾄﾞｷｭﾒﾝﾄのﾌｨｼﾞｶﾙｻｲｽﾞに制

限を受けることがあります。 

 
スキャナの操作には数種の方法があります。 

n IntelliScan ﾎﾞﾀﾝを押し SilverFast Launcher を起動します。 このｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑによりｽｷｬﾅの機能を拡張することができます。詳しくは SilverFast のﾕｰｻﾞｰ

ｽﾞﾏﾆｭｱﾙを参照ください。（注：SilverFast は英語版のｿﾌﾄｳｴｱです。）  

o QuickScan ﾎﾞﾀﾝを押し、QuickScan 機能を使う。ｽｷｬﾅのｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙした

際に QuickScan 設定用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑも自動的にｲﾝｽﾄｰﾙされます。 

本ｽｷｬﾅに付属されている設定/ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ CD-ROM に画像編集ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが入って

おり、ｽｷｬﾝしたｲﾒｰｼﾞをﾌｨﾙﾀｰ、各種ﾂｰﾙ、効果により変更、修正することができま

す。 

QuickScan ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはｽｷｬﾝした画像を画像編集ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝで直接処理させること

ができます。  

QuickScan の設定はｵﾝﾗｲﾝﾍﾙﾌﾟを参照してください。Windows のｼｽﾃﾑﾄﾚｲ上の時

計のｱｲｺﾝの近くに表示される QuickScan のｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸしてｱｸｾｽしてください。 

 
注意 

IntelliScan および QuickScan ボタンは、Windows オペレーティ

ングシステム環境でのみ使用可能です。 
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IntelliScan ﾎﾞﾀﾝ 
IntelliScan ﾎﾞﾀﾝを押すと付属のｿﾌﾄｳｴｱ SilverFast を起動します。このｿﾌﾄｳｴｱには

汚れ・ｷｽﾞの除去、粒子・ﾉｲｽﾞの除去、ﾈｶﾞの最適化を行う等、ｽｷｬﾝのための様々

な機能があります。 

 
注意 

詳しくは SilverFast のﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙを参照ください。（注：

SilverFast は英語版のｿﾌﾄｳｴｱです。） 

QuickScan ﾎﾞﾀﾝ 
QuickScan ﾎﾞﾀﾝを押すとｽｷｬﾝしたｲﾒｰｼﾞを自動的にｱﾙﾊﾞﾑに保存し。スキャナ正面

の QuickScan ボタンを押すだけで、スキャナは透過性スライドまたはネガフィルムの

スキャンを開始します。QuickScan ボタンによって最初にスキャンを行う前に、必要

に応じて QuickScan 設定を行うようお勧めいたします。 

QuickScan 設定とﾌﾟﾘﾋﾞｭｰｳｲﾝﾄﾞｰの機能 

QuickScan の設定 
Windows のｼｽﾃﾑﾄﾚｲ上の時計のｱｲｺﾝの近くに表示される QuickScan のｱｲｺﾝ を

ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸするか、右ｸﾘｯｸします。ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟしたﾒﾆｭｰからして[プロパティ]を選択し

ます。 

 

y [スキャンソース] (ｽｷｬﾝする素材)、[目的] (画像を保存、処理するためのｿﾌﾄｳ

ｴｱ)、[ファイルフォーマット] (保存形式)、[目的地フォルダー] (保存先)及び[フ
ァイル名のプレフィックス] (ﾌｨﾙﾑ名、その後に 0000 から 4 桁の数字が順番に

付加されます。)を選択します。 

y [プレビュー] ｳｲﾝﾄﾞｰのｵﾌﾟｼｮﾝ[有効化]および/または[確定] をﾁｪｯｸします。 

y [自動処理]のｵﾌﾟﾃﾞｮﾝを選択します。 

[カラーエンハンスメント]： ﾈｶﾞﾓｰﾄﾞでのみ使用できます。 

[カラーマッチング]： ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝｼｰﾓｰﾄﾞでのみ使用できます。 
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[自動デンシティ]：ﾈｶﾞﾓｰﾄﾞ、ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝｼｰﾓｰﾄﾞ両方で使用できます。（ｶﾗｰの処

理方法による。） 

[自動デンシティ] と[カラーマッチング]機能を同時に使うことはできません。 

[自動デンシティ] が選択されている時には[自動クロップ]は自動的に機能しま

す。 

y スキャン属性のｵﾌﾟｼｮﾝを選択します。  

スキャンモード, 解像度, フィルター, 輝度, コントラスト 及びガンマ の設定を変更

することができます。 

y 初期設定に戻すには[初期設定] ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。 

y [閉じる] ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると最終設定を保存し QuickScan の設定画面を終了し

ます。 

 

n 

o 
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重要なスキャン設定 
n目的 

このﾒﾆｭｰには File、Page Manager、Photoshop が含まれています。ｽｷｬﾝしたｲﾒｰｼﾞ

の処理を行うｿﾌﾄｳｴｱを選択できます。 

o自動クロップ  

このﾎﾞｯｸｽがﾁｪｯｸされている時には QuickScan ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがｲﾒｰｼﾞの寸法を測りｴｯｼﾞ

の周囲をｸﾛｯﾌﾟします。ｸﾛｯﾌﾟの形は正方形または長方形です。不規則な形のｲﾒｰ

ｼﾞのｴｯｼﾞはﾄﾚｰｽしません。 

p 自動デンシティ 

このﾎﾞｯｸｽをﾁｪｯｸすると色調の相違を増加し、自動的にﾋｽﾄｸﾞﾗﾑを調整してｽｷｬﾝし

たｲﾒｰｼﾞをｸﾘｰﾝにします。 

この機能はﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝｼｰﾓｰﾄﾞ、ﾈｶﾞﾌｨﾙﾑﾓｰﾄﾞの両方で使うことができます。 

q カラーエンハンスメント 

この機能はﾈｶﾞの露出不足の緑と青のﾁｬﾝﾈﾙを補完する機能です。 

この設定にチェックが入ると、プレスキャンおよびスキャンの時間が目立って長くな

ります。 

この機能のはﾈｶﾞﾓｰﾄﾞでのみ使用できます。 

r カラーマッチング 

元のｲﾒｰｼﾞと出力されるｶﾗｰが均一になるようｶﾗｰﾏｯﾁﾝｸﾞをさせる機能です。 

この機能はﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝｼｰﾓｰﾄﾞでのみ使用できます。 

 
注意 

ｶﾗｰの処理方式の違いにより、Auto Density 機能と Color Matching
機能を同時に動作させることができません。Auto Density が選択さ

れている時には機能はｸﾞﾚｲ色で表示され、Color Matching 機能は使

用することができません。同様に Color Matching が選択されている

時には Auto Density 機能はｸﾞﾚｲ色で表示され、使用することができ

ません。 

s マルチサンプリング 

高速でｽｷｬﾝするには[品質モード]のﾁｪｯｸを外し、[マルチサンプリング]を機能しな

いようにします。 

ｽｷｬﾝする毎にﾉｲｽﾞﾊﾟﾀｰﾝが変わることから、ﾉｲｽﾞを最小限にするため[マルチサン

プリング]機能はｽｷｬﾝ時間中に 4 回のｽｷｬﾝを行います。これによりﾊﾟﾀｰﾝの不規

則性が検知されるとｲﾒｰｼﾞの平均からﾉｲｽﾞをｷｬﾝｾﾙします。 
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t ガンマ 

はｺﾝﾋﾟｭｰﾀに取り込むｽｷｬﾝされるｲﾒｰｼﾞの色を調整するのに使われます。ガンマ調

整することにより選択されたｶﾗｰﾁｬﾝﾈﾙの色調のﾚﾝｼﾞを変更することができます。

ガンマの値はｶﾗｰの明るさの測定値に基づいています。ガンマの値が大きいほどｶ

ﾗｰは明るくなります。  

u 初期設定 

このﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると全ての設定値が初期値に戻ります。 

プリビューウィンドウ 
上記設定画面で[プリビュー]部分の[有効化]と[確定]がﾁｪｯｸされている時のみ   

ﾌﾟﾘﾋﾞｭｰｳｲﾝﾄﾞｰは表示されます。QuickScan ボタンを押すと、これが開きます。 

 
 
 
 

 n スキャンソース – ｽｷｬﾝするﾌｨﾙﾑの素材を選択します。 

• ポジフィルム – ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝｼｰをｽｷｬﾝする場合。 

• ネガフィルム  – ﾈｶﾞﾌｨﾙﾑをｽｷｬﾝする場合。 

 o スキャンモード – ｽｷｬﾝﾓｰﾄﾞを以下から選択します。: 

• 8-bit グレースケール – 256 階層のｸﾞﾚｰｽｹｰﾙでｽｷｬﾝし、白黒の画像を

提供します。 

• 16-bit グレースケール – 65,000 階層以上のｸﾞﾚｰｽｹｰﾙでｽｷｬﾝし、ﾘｱﾙ

な白黒画像を提供します。 

n 
o 
p 
q 

r 

s 

t w v u 
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• 24-bit カラー – 24 ﾋﾞｯﾄｶﾗｰでｽｷｬﾝ。ｶﾗｰｽﾗｲﾄﾞ、ﾌｨﾙﾑをｽｷｬﾝする際に

使います。 

• 48-bit カラー – 48 ﾋﾞｯﾄｶﾗｰでｽｷｬﾝ、精密なｶﾗｰの表現が要求されるﾌﾟﾛ

ﾌｪｯｼｮﾅﾙなｲﾒｰｼﾞに使用できます。  

 p 解像度 -  解像度はﾄﾞｯﾄ/ｲﾝﾁ（dpi）で現されます。解像度は高いほど画

像の精度は高くなりますが、ﾒﾓﾘｰ及びﾄﾞﾗｲﾌﾞ内の容量も大きくなります。 

 q フィルター – ﾌｨﾙﾀｰを使うことにより余計なﾄﾞｯﾄ、ゆがみを除去し画像をよ

り鮮明にすることができます。 
 

なし 

中間値フィルタ: ｿﾌﾄなｲﾒｰｼﾞにします。（画像の深み：中程度、ﾋﾟｸｾﾙ：平均）.  

ぼかし: ｲﾒｰｼﾞの暗い部分を明るく、明るい部分を暗くしてｺﾝﾄﾗｽﾄを

下げ画像を不鮮明にします。  

ぼかし（強）:  画像をより不鮮明にします。 

シャープ: ｴｯｼﾞをより際立たせｼｬｰﾌﾟな画像にします。この Sharpen ﾌｨ

ﾙﾀｰを使うと暗いｴｯｼﾞをより暗く、明るいｴｯｼﾞの周りをより

明るくしｺﾝﾄﾗｽﾄ上げます。  

 シャープ（強）:   画像をよりｼｬｰﾌﾟにします。 

アンシャープ:   ぼやけた部分を除去してｲﾒｰｼﾞのｴｯｼﾞをｼｬｰﾌﾟにします。 

 r 輝度 – ｽｷｬﾝ中にﾄﾞｷｭﾒﾝﾄに照射される光量を調整します。  

 s コントラスト – ｺﾝﾄﾗｽﾄは中間のﾄｰﾝを下げ、高いﾄｰﾝと低いﾄｰﾝを上げてｲ

ﾒｰｼﾞの明暗のﾚﾝｼﾞを調整します。 

 t スキャン – 現在の設定で透過性スライドまたはネガフィルムのスキャンと

保存を実行します。 

 u プレスキャン – 透過性スライドまたはネガフィルムのプリスキャンを実行し

てプリビュー表示します。) 

 v 終了 – プログラムを終了します。 

 w ヘルプ – Online Help を開きます。 
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第 3 章 基本的なスキャン 
QuickScan プログラムにより、マウント付きのスライドやフィルムストリップが、複雑な

ユーザーインタフェースや毎回の設定を扱うことなく素早く実行可能になります。こ

の目的で、手順を追った以下の説明が参考となります。 

ステップ 1. スキャナの電源を入れる 
スキャナの USB および電源ケーブルが正しく接続され、電源ボタンを押してスキャ

ナがオンになっていることを確認します。ﾊﾟﾜｰ LED が点灯し、装置の電源がオンで

あることを示します。 

 

ステップ 2. フィルムをホルダーにセット 
付属のマウント付きスライドホルダおよびフィルムストリップホルダを使って、スキャ

ン用にスライド及びフィルムを固定します。詳細は"ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰ"をご参照ください。 
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ステップ 3. ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰを挿入する 
ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰをﾀﾞｽﾄｶﾊﾞｰに通してｽｷｬﾅに挿入します。ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰはｽｷｬﾅのどちら

の側からも入れることができます。ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰはｻｲﾄﾞﾚｰﾙ上のﾉｯﾁを使いそれぞれ

のﾌﾚｰﾑにｲﾝﾃﾞｯｸｽをつけます。 

ｽｷｬﾅの左右両側にはﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰの出し入れのためそれぞれ 40Cm のｽﾍﾟｰｽが必

要です。 

 

 
注意 

y ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰがｲﾝﾃﾞｯｸｽのﾎﾟｼﾞｼｮﾝで止まるように感じるかも

しれませんが、ｽｷｬﾝする前にﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰ軽く押し引きして、

ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰが正しい位置にあることを確認してください。 

y ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰの上部には「Mounted Slide Holder」または

「 ‘Filmstrip Holder」の表示があります。正しくｽｷｬﾝするには

この部分を常に上にしてください。 

   
y ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰはｽﾑｰｽにｽｷｬﾅへ挿入できるように設計されて

います。無理やりﾎﾙﾀﾞｰを押し込まないでください。 
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ステップ 4. QuickScan ボタンを押す 
適切なスキャン結果が得られるよう、マウント付きのスライドやフィルムホルダーが、

指定された位置にあることを確認します。QuickScan ボタンを押すとスキャンが始ま

ります。 

 

ステップ 5. QuickScan 設定の構成 
QuickScan 設定ウィンドウの[プリビュー] セクションで [有効化] および [確定] にチェ

ックを入れた場合、 プリビューウィンドウが開いて幾つかの必要な設定を変更でき

ます。利用可能な設定についての詳細は、“第 2 章, プリビューウィンドウ”をご参照

ください。 

 

ステップ 6. スキャンの完了 
全ての設定が満足の行くものであれば、[スキャン] ボタンをクリックして確定スキャ

ンを実行し、ハードディスクドライブに保存します。 

 



 28

別表 A: ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 
ｽｷｬﾅの接続 
ｽｷｬﾅの全ての接続をﾁｪｯｸすることがﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞの第一歩です。ｽｷｬﾅがｺﾝﾋﾟｭ

ｰﾀと正しく接続され、ｽｷｬﾅのｿﾌﾄｳｴｱが起動すると Windows のｼｽﾃﾑﾄﾚｲ上に

QuickScan ｱｲｺﾝ  が表示されます。 

表示 状態 

 
QuickScan ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが起動、ｽｷｬﾅはｺﾝﾋﾟｭｰﾀと接続されｲﾒｰｼﾞ

をｽｷｬﾝできる状態にあります。 

 ｽｷｬﾅはｺﾝﾋﾟｭｰﾀと接続されていません。 

表示なし 
QuickScan ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの終了が選択されています。ｽｷｬﾅがｺﾝﾋﾟｭ

ｰﾀ接続されていても、いなくてもｱｲｺﾝは表示されません。 

Windows ｼｽﾃﾑ開始され、ｽｷｬﾅが接続されていないことを検知すると次のﾒｯｾｰｼﾞ

が表示されます。 

 

このﾒｯｾｰｼﾞを再び表示させたくない場足は： 

y ﾒｯｾｰｼﾞｳｲﾝﾄﾞｰの [今後このメッセージを表示しない]のﾎﾞｯｸｽにﾁｪｯｸを入れ、

[OK]をｸﾘｯｸします。 
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y Windows ｼｽﾃﾑﾄﾚｲ上の QuickScan ｱｲｺﾝ  をｸﾘｯｸし、ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰの [警告

を有効にする] からﾁｪｯｸを外し、表示されるﾒｯｾｰｼﾞ中の [No] ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 

 
注意 

このﾒｯｾｰｼﾞを再び表示させたい時には QuickScan ｱｲｺﾝ  
をｸﾘｯｸし、ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰの [警告を有効にする]にﾁｪｯｸを付

け 、表示されるﾒｯｾｰｼﾞ中の [Yes] ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 

ｽｷｬﾝの問題 
ほとんどの問題は簡単に解決することができます。よくある質問とその対応につい

て下記に記載します。  

現象 原因 & 解決法 

「ｽｷｬﾅが見つかり

ません。」というｴﾗｰ

ﾒｯｾｰｼﾞが表示され

る 

y USB ｹｰﾌﾞﾙが正しく接続されていない 
ｹｰﾌﾞﾙが正しいﾎﾟｰﾄにきちんと接続されていることを確

認してください。 

y USB ｹｰﾌﾞﾙが長すぎる 
ｽｷｬﾅに付属されている USB ｹｰﾌﾞﾙを使ってください。 

y ｽｷｬﾅの電源ｺｰﾄﾞが正しく接続されていない 
AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰが電源に接続されているか確認してくださ

い。ｽｷｬﾅがｻｰｼﾞﾌﾟﾛﾃｸﾀｰに接続されている場合には、

これを ON にしてください。 

y Windows がスキャナを検出しない 
1) [スタート] > [コントロールパネル] > [システム] > [デ
バイスマネージャー]と開きます。 
2) [イメージングデバイス] の下にご使用のスキャナが

表示されているか確認します。 一覧に表示されない

か、デバイスアイコンに疑問符が付いている場合、 “ソ

フトウェアの手動インストール方法” セクションを参考に

してデバイスドライバをインストールします。 

ｽｷｬﾝされたｲﾒｰｼﾞ

がｽｸﾘｰﾝ上で粒子

が粗い 

y ﾋﾞﾃﾞｵﾓｰﾄﾞは 256 色以上に設定されていない 
ﾋﾞﾃﾞｵﾓｰﾄﾞを 16 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ (65536 colors) 以上に設定

することを推奨しています。ﾋﾞﾃﾞｵﾓｰﾄﾞの変更について

はﾋﾞﾃﾞｵｶｰﾄﾞ、お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀまたは Windows の説

明書を参照してください。 
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ｽｷｬﾝする動作が非

常に遅い 
y ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞで他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを動作させている 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞで動作している他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを終了しま

す。 

y 高解像 (DPI)に設定されている 
解像度を下げます。 

同梱のｿﾌﾄｳｴｱで

はｲﾒｰｼﾞは綺麗に

見えるのですが、ｲ

ﾒｰｼﾞを他のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

にｴｸｽﾎﾟｰﾄすると

悪くなります 

y 違うｲﾒｰｼﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでは異なったﾓﾆﾀｰｶﾞﾝﾏ（Monitor 
Gamma）の設定を行っています 
どちらかのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾓﾆﾀｰｶﾞﾝﾏ（Monitor Gamma）の設

定を変更してﾏｯﾁﾝｸﾞをとってください。ﾓﾆﾀｰｶﾞﾝﾏの調

整についてはそれぞれのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾍﾙﾌﾟﾌｧｲﾙを参照し

てください。 

ｲﾒｰｼﾞは画面上で

は綺麗に表示され

ているが、印刷する

と暗くなる 

y ﾓﾆﾀｰｶﾞﾝﾏ(Monitor Gamma)または明度の調整が正し

くない 
1) ﾓﾆﾀｰｶﾞﾝﾏの値を 1.0 から 1.5 の間で調整します。ﾓﾆ

ﾀｰｶﾞﾝﾏの調整についてはﾍﾙﾌﾟﾌｧｲﾙを参照してくださ

い。 
2) ｽｷｬﾝをする前に TWAIN ｳｲﾝﾄﾞｰの明度調整を行っ

てください。 

y ﾌﾟﾘﾝﾀｰの明度調整が正しくない 
ﾌﾟﾘﾝﾀｰの明度調整を行います。ﾌﾟﾘﾝﾀｰによっては明度

調整ができるものがあります。お使いのﾌﾟﾘﾝﾀｰの説明

書を参照してください。 

ｽｷｬﾝの最初にｷﾞｼ

ｷﾞｼと音がする 
y ｽｷｬﾅはｽｷｬﾝを開始する前にｷﾞﾔをかみ合わせてｲﾆｼ

ｬﾗｲｽﾞ動作を行います 
ｽｷｬﾅの通常動作で、この音は正常です。 

ｽｷｬﾝﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸす

ると「ﾃﾞｨｽｸが一杯

です」（A. -Disk is 
full-）というｴﾗｰ表

示が表示される 

y ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの容量が足りません。ｲﾒｰｼﾞを処理するのに充

分な容量がﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞにありません。ｽｷｬﾝする

解像度が高すぎます 
大容量のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸを使うか、低解像度でｽｷｬﾝしてくだ

さい。 
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「ﾃﾞｨｽｸ I/O ｴﾗｰ」

（A -Disk I/O error-
）が表示される 

y ｲﾒｰｼﾞを処理するのに充分な容量がﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞ

にありません 
不必要なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、ﾌｧｲﾙを削除してﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸに空きｽ

ﾍﾟｰｽが作ってください。 

y ご使用のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞは損傷しているか、不具合

のあるｾｸﾀｰを含んでいます 
Windows ｺﾝﾋﾟｭｰﾀのｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸを起動してください。ｽｷ

ｬﾝﾃﾞｨｽｸのﾕｰﾃｨﾘﾃｨについてはお使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀの説

明書または Windows のﾍﾙﾌﾟﾌｧｲﾙを参照してください。 
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別表 B: 仕様 3 

OpticFilm 8100 

イメージセンサ CCD 

光源 LED 

ハードウェア解像度 7200 dpi 

スキャンモード 
カラー:入力 48 ビット、出力 24/48 ビット 
グレースケール入力 16 ビット、出力 8/16 ビット 
モノクロ：1 ビット 

ダイナミックレンジ 3.6 

スキャン速度 
3600 dpi: 約 36 秒 (マルチサンプリング ON) 
7200 dpi: 約 113 秒 (マルチサンプリング ON) 

スキャン領域 36.8 mm x 25.4 mm (1.45" x 1")  

プレビュー速度 
ネガフィルムで: 約 8 秒 (マルチサンプリング ON) 
スライドで: 約 8 秒 (マルチサンプリング ON) 

ボタン始動スキャン IntelliScan, QuickScan 

電源 15 Vdc / 1.0 A 

接続 USB 2.0 

重量 1.6 Kgs (3.5 Lbs) 

寸法 (幅 x 奥行 x 
高さ) 120 x 272 x 119 mm (4.73” x 10.7” x 4.7”) 

 

                                                 
3 ﾊｰﾄﾞｳｴｱの仕様は予告なく変更される場合があります。 
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OpticFilm 8200i SE 

イメージセンサ CCD 

光源 LED 

ハードウェア解像度 7200 dpi 

スキャンモード 
カラー:入力 48 ビット、出力 24/48 ビット 
グレースケール入力 16 ビット、出力 8/16 ビット 
モノクロ：1 ビット 

ダイナミックレンジ 3.6 

赤外線機能 あり 

スキャン速度 
3600 dpi: 約 36 秒 (マルチサンプリング ON) 
7200 dpi: 約 113 秒 (マルチサンプリング ON) 

スキャン領域 36.8 mm x 25.4 mm (1.45" x 1")  

プレビュー速度 
ネガフィルムで: 約 8 秒 (マルチサンプリング ON) 
スライドで: 約 8 秒 (マルチサンプリング ON) 

ボタン始動スキャン IntelliScan, QuickScan 

電源 15 Vdc / 1.0 A 

接続 USB 2.0 

重量 1.6 Kgs (3.5 Lbs) 

寸法 (幅 x 奥行 x 
高さ) 120 x 272 x 119 mm (4.73” x 10.7” x 4.7”) 
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OpticFilm 8200i Ai 

イメージセンサ CCD 

光源 LED 

ハードウェア解像度 7200 dpi 

スキャンモード 
カラー:入力 48 ビット、出力 24/48 ビット 
グレースケール入力 16 ビット、出力 8/16 ビット 
モノクロ：1 ビット 

ダイナミックレンジ 3.6 

赤外線機能 あり 

スキャン速度 
3600 dpi: 約 36 秒 (マルチサンプリング ON) 
7200 dpi: 約 113 秒 (マルチサンプリング ON) 

スキャン領域 36.8 mm x 25.4 mm (1.45" x 1")  

プレビュー速度 
ネガフィルムで: 約 8 秒 (マルチサンプリング ON) 
スライドで: 約 8 秒 (マルチサンプリング ON) 

IT8 Target 忠実な色の再現用に付属 

ボタン始動スキャン IntelliScan, QuickScan 

電源 15 Vdc / 1.0 A 

接続 USB 2.0 

重量 1.6 Kgs (3.5 Lbs) 

寸法 (幅 x 奥行 x 
高さ) 120 x 272 x 119 mm (4.73” x 10.7” x 4.7”) 
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別表 C: ｶｽﾀﾏｰｻｰﾋﾞｽと製品保証 
ｽｷｬﾅの問題が発生した場合には本書の設置の注意事項、ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞの項を

参照して対処してください。 

当社ウェブサイト www.plustek.com より、カスタマーサービスの詳細情報が入手で

きます。更なる支援が必要な場合は、ウェブサイトに記載の当社カスタマーサポート

の電話番号までお電話ください。月曜から金曜の下記の営業時間内で対応してお

ります。 

ﾖｰﾛｯﾊﾟ 9:00 a.m. – 5:30 p.m. (CET) 

その他の地域 9:00 a.m. – 6:00 p.m. 台湾時間 

電話でお問い合わせになる場合には下記を事前に準備してください。 

y ｽｷｬﾅの名称及びﾓﾃﾞﾙ No. 

y ｽｷｬﾅのｼﾘｱﾙ No.（ｽｷｬﾅの底面に貼ってあります。） 

y 障害内容 

y ご使用のｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾒｰｶｰ名、ﾓﾃﾞﾙ名 

y ご使用のｺﾝﾋﾟｭｰﾀの CPU 速度（例：Pentium 133、等） 

y ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ及び BIOS 

y ｿﾌﾄｳｴｱ名、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ No.、ﾘﾘｰｽ No.、ｿﾌﾄｳｴｱのﾒｰｶｰ名 

y ｲﾝｽﾄｰﾙされているその他の USB 機器 

サービスおよびサポート情報 
必要時には交換部品入手可能期間および製品アップグレード情報が提供されます。

これら情報は地元の代理店や販売店にお尋ねください。 

対応する施行制度によって要求された情報。地元の代理店や販売店に施行制度の

テストレポート情報をお尋ねください。 

製品の処分はまず地元の代理店や販売店に正しい廃棄方法を確認して行うことで、

環境への影響を最小限にとどめることができます。 

製品や付属品の廃棄を望む場合、最寄りの廃棄業者への連絡方法を地元の代理

店または販売店にお尋ねください。 

メンテナンスが必要な場合は、最寄りのメンテナンスセンターへの連絡方法を地元

の代理店または販売店にお尋ねになり、製品使用可能期間を延ばすことができま

す。 
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製品のメンテナンスや撤去が必要であれば、地元の代理店または販売店に最寄り

のお店の情報をお尋ねください。 

製品保証 
製品保証は正規代理店から転売目的でなく自らの使用目的のために購入された方

にのみ適用されます。 

ﾒｰｶｰの保証は部品、修理費用を含みますが購入時の領収書がない場合には保証

は適用されません。製品保証ｻｰﾋﾞｽを受けるには弊社正規代理店、販売店にご連

絡いただくか弊社のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからｻｰﾋﾞｽ情報をﾁｪｯｸしてください。E-Mail でのお問

い合わせも受け付けております。 

製品を他のﾕｰｻﾞｰに譲渡した場合、譲渡されたﾕｰｻﾞｰは保証の残存期間ｻｰﾋﾞｽを

受けることができます。譲渡する場合には領収書等の購入時の証拠書類も渡してく

ださい。 

弊社では取扱い説明書類に記載された通りに製品が動作することを保証いたしま

す。購入時の証拠書類の提示により交換された部品の保障期間は製品の残存期

間と同じとします。 

保証ｻｰﾋﾞｽで製品を持ち込む際には全てのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、ﾃﾞｰﾀ、脱着可能なｽﾄｰﾚｯｼﾞﾒ

ﾃﾞｨｱは外してください。ｶﾞｲﾄﾞ、ｿﾌﾄｳｴｱなしで返却された製品は、修理後ｶﾞｲﾄﾞ、ｿﾌﾄｳ

ｴｱなしで返却されます。 

事故、天災、破壊、誤使用、不正使用、不適切な環境での使用、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの変更、

他の機械、本機の改造に対して製品保証は適用されません。 

本機が本来設計された目的の用途で使用された場合にのみ製品保証は適用され

ます。 

製品保証についてのお問い合わせはお買い求めになった正規販売店またはﾒｰｶｰ

にお願いいたします。 

この製品保証は明示、黙示を限定せずある目的のための目次的保証を含む他の

全ての保証置き換わるものとします。法律によっては黙示的保証の除外を許容しな

いことがあり、この場合全ての明示、黙示的保証は保障期間内にのみ限定されま

す。この期間を過ぎた後はいかなる保証も適用されません。 

黙示的な保証がどれだけ長く続くか制限を設けることを許容しない法律の場合には

上記の制限は適用されません。 

如何なる場合でも下記に対しては免責とします。 

y 第三者が貴社（貴殿）に対して行う損失、損害の請求 

y 貴社（貴殿）の記録、ﾃﾞｰﾀも喪失、損害 

y 因果的な経済的損失（遺失利益、節約を含む）、付随的な損害 
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付随的、因果的な損害の制限を排除することを許容しない法律の場合には上記の

制限はまたは除外は適用されません。 

製品保証は法的権利を与えるもであって、法律によって他の権利をもつこともあり

えます。 

 

製品保証受けるためには； 

 

正規販売店、代理店に連絡をする。 

弊社ｳｴﾌﾞｻｲﾄで最新のｻｰﾋﾞｽ情報をﾁｪｯｸする。 

E-Mail でﾘｸｴｽﾄを送る。 

FCC（連邦通信委員会）電磁妨害 (干渉)について 
 
本機はテストの結果、FCC Rules の Part 15 に規定されたクラス B デジタル機器の

限界値に適合していることが確認されています。 この限界値は、住宅環境で発生

する有害な妨害に対して適切に保護するためのものです。 この機器は、無線周波

数エネルギーを生成し使用し、また放射することがあります。説明書どおりに設置し

て使用しないと、無線通信に対して有害な妨害を及ぼすことがあります。 ただし、特

定の設置状況において妨害が発生しないことを保証するわけではありません。 こ
の機器がラジオやテレビの受信に対して有害な妨害を発生させ、それが機器のオ

ン/オフによって確認できる場合、次のいずれかを行って妨害に対処するようにして

ください。  
 

y 受信アンテナの方向や位置を変える。 

y 機器と受信機の距離を離す。 

y 機器と受信機の電源コードを別々のコンセントにつなぐ。 

y 販売店または経験を積んだラジオ/テレビ技術者に相談する。 
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